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Ⅰ 　 研究の成果　　(1000字程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入の こと)
　溶鋼 中に分散させた酸化物粒子からの不均質核生成による鉄鋼組織 制御を検討 するにあた
り、鋼－酸化物のモデル界面において酸化物が鋼凝固時の核生成に及ぼす影響を調査 した。
　従来の鋼凝固時の不均質核生成 の研 究は、溶鋼 中に介在物粒 子を分散させた際の凝 固過冷
却の測定によって行われており、主に凝 固初晶であるbcc相と介在物の格子整合性 が注 目され
てきた。しかし古典的核生成論に基づけば過冷却の支配 因子は介在物－溶鋼及び介在物 －bcc
の界 面エネルギーであり、界 面エネルギーのひとつのパラメータである格子整合性 だけでは介
在物によるbcc核生成能の評価には不十分であると考えられる。そこで本研究では格子整合性
に加えて酸化物の化学的組成 にも注 目し、これらが核生成 に及ぼす影響を詳細に検討した。
　実験方法としては、格子整合性の影響が明確な単結晶酸化物基板上 で試料鋼を溶融させ 、
凝固時の過冷却の測定により酸化物の核生成能を評価 した。酸化物基板の選択は格 子整合 性
と化学組成の影響を分離することを目指して、酸化物基板としてbccとの格子整合性だけが異な
るMgO(100)とMgO(111)、さらにMgO(111)と同等の格子整合性を有するAl2O3(0001)を用いた。
また修士での研究から、Al2O3(0001)上でチタン添加鋼 を溶融すると界面にチタン酸化物が整合
成長することが判明しているため、この方法による酸化物基板の化学組成改質も行い、過冷却 へ
の影響を評価 した。さらにXRDとEBSPを用いて酸化物との界面における鋼の凝固組織の方位
解析を行うことで、介在物と鋼との結晶格子関係も測定した。
　Fig.1に示すように、bccと良好な格子整合性を示すMgO(100)上では鋼の凝固過冷却は小さ
く、凝固界面には最も整合性の高いbcc(100)面が現れた。一方で整合性の低いMgO(111)上で
は大きな過冷却が観察され、凝固組織には特定面への配 向はなかった。この結果から格子整合
性 が良いと固相が整合晶出しやすいために核
生成 に有 利であることが示 された。しか し、
MgO(111)とAl2O3(0001)で見られた過 冷却の
大きな差が見は格子整合性だけでは説 明でき
ない。またチタン添加鋼ではいずれの酸化物
基 板上でも鋼 より小さい過冷却が測 定された
が、この場合には酸化物基板の表面が結晶構
造をほとんど変えることなくチタンにより改質さ
れ ていた。この結果から、酸 化物 基板 の化 学
的性 質は格子整合性以上に凝固時の核生成
に影響することが示唆された。
Fig.1　各種酸化物基板上で観察された
凝固時の最大化冷却


